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昭和62年度卒業論文題目
阿部葉子 ゴットフリート・ケラーの女性観一『3人の律儀な
櫛職人』を中心に－
ArthurSchnitzlerについて
リルケ及び『マルテの手記』にみる自己実現
グリム童話の変遷一原文比較と明治以後の邦訳一
メーリケの『プラハへの旅路のモーツァルト』につい
て
,,Sprichw6rtlcheRedensarten"について
『トリスタンとイゾルデ』－ヴァーグナーとゴット
フリートの比較を中心に－
TheodorStorm作品における色彩の意味について
－-特に初期に表れる白について一
GeorgBiichnerの芸術・神・自然一『レンツ』に
おける両極一
『白馬の騎士』に関する一考察
ブレヒトの叙事的演劇理論と『三文オペラ』における
その実践
ライン地方の『家の友』・ヘーベル
『判決』にみられるある闘争について
G・ビューヒナー『レオンスとレーナ』について－ロ
マンティックなヴェールにつつまれた社会批判一
,,DerSchimmelreiterl:について－作者と主人公を
中心に－
魂の詳人，ヘルマン・シュテールに関する一考察
ブレヒトの叙事的演劇理論と｢母』についての考察
『変身』における人間の存在と所属の問題について
映画理論をめぐる諸問題
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ブレヒトの叙事的演劇理論と寓話劇「セチュアンの善
人』との関係
シュテフアン・ツヴァイクの『マリー・アントワネッ
ト』における王妃の人間的成長について
『ニーベルンゲンの歌』における性格描写についての
考察一クリエムヒルトを中心にして－
『荒野の狼』ヘルマン・ヘッセと自己の問題
リヒャルト ・ヴァーグナーの『パルジファル』におけ
る聖盃騎士団について－その本来的性質とその問題
点について
E.T.A.ホフマン『黄金の壷」について
フランツ・カフカ『審判』におけるヨーゼフと裁判所
との間の仲介領域について
ハルトマンの『グレゴーリウス』における罪の問題に
ついて
ケストナーの『ファビアン』 ；あるモラリストの転落
『ベニスに死す』におけるアッシェンバッハの死につ
いての考察
『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』そして教養
小説
ハインリヒ・フォン・クライストの『こわれがめ』に
ついての考察
リヒャルト ・ヴァーグナー楽劇『ニーベルングの指
輪』における神話の検索とその考察
『若きヴェルターの悩み』における激情による自殺
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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和62年4月～昭和63年3月）
○昭和62年7月19日昭和62年度総会および第63回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶･…･…………………………………………･…山下肇氏
2）編集報告……･…･………………………………………･渡辺有而氏
3）会計報告………….．…………………………………･…杉谷眞佐子氏
研究発表
文学検閲･文学市場・読者．．………………………………･小川 悟氏
出席者30名
○昭和62年12月11日第64回研究発表会
会長挨拶…………．．…………………………………………･山下 肇氏
研究発表
Germanistik研究
-Mediavistikの場合一・・………………………･武市修氏
出席者82名
その仙
○ドイツ語教授法講演会（昭和62年11月22日）
IntegrationvonSprach-undLiteraturunterricht
-DeutschalsMutterspracheundDeutschals
Prof.Dr.FranzHebel(TUDarmstadt)Fremdsprache-
（大阪ドイツ文化センターと共催）
出席者35名
乃
○戦後西ドイツ・ヴィデオ映画鑑賞会（昭和62年11月18日）
Hザンダース・ブラームス藍督「ドイツ・青ざめた母」
(Deutschland,BleicheMutter)
出席者12名
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｢独逸文学」33号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和63年7月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，昭和63年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を昭和63年11月30日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと．
｜
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